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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

施術者の指を搭載する指搭載部と、前記指搭載部の幅方向に取りついていて、前記指を前

記指搭載部に保持する指固定具と、前記指搭載部の一方の端から手術用器具を飛び出るよ

うに取りつける手術用器具固定具と、前記指搭載部の前記一方の端とは反対側の端側に接

続してＬ字状に曲がって取りついていて、前記搭載される指以外の指でにぎり又は把持す

るためのにぎり・把持片とを有し、前記にぎり・把持片は、施術者の左右の利き手に対応

するように向きが反対に取りつく手段を設けたことを特徴とする指搭載手術具。

【請求項２】

前記手術用器具固定具は、

前記指搭載部の指を搭載した側の裏側に、前記指搭載部とは分離可能な前記手術用器具を

一体に固定するものであることを特徴とする請求項１記載の指搭載手術具。

【請求項３】

前記指搭載部は、前記搭載される指を載せる台状であるか、又は、前記搭載される指の先

端に被せる袋状であることを特徴とする請求項１又は請求項２のいずれか１つに記載の指

搭載手術具。

【請求項４】

前記にぎり・把持片は、指搭載部の上に指が搭載された場合に、前記搭載された指の底面

から立ち上がって、前記把持する指の上面に上がるように曲がった構造を有することを特

徴とする請求項１から請求項３のいずれか１つに記載の指搭載手術具。
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【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

本 発 明 は 、 施 術 者 の 指 に 搭 載 す る メ ス や ハ サ ミ な ど の 手 術 具 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

従 来 の 提 案 を 図 ７ に 示 す 。

特 許 文 献 １ に 示 さ れ る も の は 、 図 ７ の ７ － Ａ 、 ７ － Ｂ に 示 さ れ る も の で あ り 、 ７ － Ａ で は

、 指 先 に 取 り 付 け る た め の 挿 入 管 状 部 に つ い た ピ ン セ ッ ト が し め さ れ て い る 。 ７ － Ｂ に は

、 指 輪 状 部 に 取 り つ く 電 気 メ ス が 示 さ れ て い る 。 特 許 文 献 ２ に 示 さ れ る も の は 、 図 ７ の ７

－ Ｃ に 示 さ れ る も の で あ り 、 指 キ ャ ッ プ の 先 端 に か ぎ 状 の フ ッ ク が つ い て い る 。 ７ － Ａ か

ら ７ － Ｃ の い ず れ の 例 に お い て も 、 指 先 に 施 術 用 の 器 具 を 取 り 付 け る も の で あ る 。 こ れ ら

に 共 通 し て 言 え る こ と は 、 患 者 の 体 を 施 術 用 の 器 具 で 接 触 し て 切 断 、 引 張 な ど を 行 う た め

、 極 め て 繊 細 で 確 実 な 動 き が 要 求 さ れ る 。 そ う で な い と 、 例 え ば 、 メ ス で は 、 意 図 せ ざ る

部 分 を 切 っ て し ま う 恐 れ が あ る 。 し か る に 、 こ の よ う な 器 具 に は 、 以 下 の 矛 盾 が す る 要 求

が あ る 。 す な わ ち 、 指 を 繊 細 か つ 確 実 に 動 か し て も 、 体 に 接 触 し た 器 具 は 、 動 か し た と き

に 、 体 に 引 か れ て 動 い て し ま う 。 繊 細 か つ 確 実 な 動 き を 指 に 連 動 し て 行 う に は 、 指 か ら 器

具 は 動 い て は い け な い 。 と こ ろ が 、 指 か ら 器 具 を 動 か い よ う に き つ く 器 具 を 指 に 付 け る と

、 指 の 血 行 が 阻 害 さ れ 、 施 術 行 動 に 支 障 が 出 る 。 こ の よ う な 矛 盾 の 中 で 、 ７ － Ａ か ら ７ －

Ｃ の い ず れ の 例 で も 、 共 通 に 、 指 に 器 具 を 取 り 付 け る こ と は で き て も 、 器 具 の 指 へ の 取 付

け が 緩 い も の に な ら ざ る を 得 ず 、 施 術 行 動 の 中 で 器 具 が 動 い て し ま い 繊 細 か つ 確 実 な 施 術

が 不 可 能 で あ っ た 。 こ の よ う な 指 搭 載 手 術 具 を 製 作 し て 使 っ て み る と 、 現 実 に は 、 繊 細 か

つ 確 実 な 施 術 は 困 難 で あ っ た 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 表 ２ ０ ０ ２ － ５ ０ ４ ８ ３ ２

【 特 許 文 献 ２ 】 特 表 ２ ０ ０ ６ － ５ １ ７ ８ ４ ０

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

本 発 明 の 課 題 は 、 器 具 を 指 に 血 行 が 阻 害 を 起 こ さ な い 程 度 に 緩 く 取 り 付 け 、 そ れ で も 施 術

行 動 に お い て 、 器 具 が 指 に 対 し て 動 か い 指 搭 載 手 術 具 を 提 供 す る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

本 発 明 に か か る 指 搭 載 手 術 具 は 、 手 術 用 器 具 と こ れ を 先 端 側 に 取 り 付 け る 指 搭 載 部 と 指 搭

載 部 の 幅 方 向 取 り つ い て い て 、 指 を 保 持 す る 指 固 定 具 と 指 搭 載 部 の 後 端 側 か ら Ｌ 字 状 に 曲

が っ て 取 り つ き 、 搭 載 指 以 外 の 指 で 把 持 す る た め の に ぎ り ・ 把 持 片 を 有 す る 。 尚 、 手 術 用

器 具 と し て は 、 メ ス 、 電 気 メ ス 、 は さ み 、 ピ ン セ ッ ト 、 鉗 子 な ど が あ る 。 こ こ で は 、 施 術

者 が 手 で も っ て 患 者 の 施 術 に 使 用 す る 用 具 が 対 象 に な る 。

以 下 、 請 求 項 に 沿 っ て 記 述 す る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 指 搭 載 手 術 具 で あ っ て 、

施 術 者 の 指 を 搭 載 す る 指 搭 載 部 と 、 前 記 指 搭 載 部 の 幅 方 向 に 取 り つ い て い て 、 前 記 指 を 前

記 指 搭 載 部 に 保 持 す る 指 固 定 具 と 、 前 記 指 搭 載 部 の 一 方 の 端 か ら 手 術 用 器 具 を 飛 び 出 る よ

う に 取 り つ け る 手 術 用 器 具 固 定 具 と 、 前 記 指 搭 載 部 の 前 記 一 方 の 端 と は 反 対 側 の 端 側 に 接

続 し て Ｌ 字 状 に 曲 が っ て 取 り つ い て い て 、 前 記 搭 載 さ れ る 指 以 外 の 指 で に ぎ り 又 は 把 持 す

る た め の に ぎ り ・ 把 持 片 と を 有 し 、 前 記 に ぎ り ・ 把 持 片 は 、 施 術 者 の 左 右 の 利 き 手 に 対 応

す る よ う に 向 き が 反 対 に 取 り つ く 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】

請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 指 搭 載 手 術 具 に お い て 、

前 記 手 術 用 器 具 固 定 具 は 、 前 記 指 搭 載 部 の 指 を 搭 載 し た 側 の 裏 側 に 、 前 記 指 搭 載 部 と は 分

離 可 能 な 前 記 手 術 用 器 具 を 一 体 に 固 定 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 指 搭 載 手 術 具 に お

い て 、

前 記 指 搭 載 部 は 、 前 記 搭 載 さ れ る 指 を 載 せ る 台 状 で あ る か 、 又 は 、 前 記 搭 載 さ れ る 指 の 先

端 に 被 せ る 袋 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 指 搭 載 手 術 具 に お

い て 、

前 記 に ぎ り ・ 把 持 片 は 、 指 搭 載 部 の 上 に 指 が 搭 載 さ れ た 場 合 に 、 前 記 搭 載 さ れ た 指 の 底 面

か ら 立 ち 上 が っ て 、 前 記 把 持 す る 指 の 上 面 に 上 が る よ う に 曲 が っ た 構 造 を 有 す る こ と を 特

徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ０ 】

以 上 の 様 に 構 成 さ れ て い る の で 、 本 発 明 に よ る 指 搭 載 手 術 具 は 、 手 術 用 の 器 具 を 指 に 血 行

が 阻 害 を 起 こ さ な い 程 度 に 緩 く 取 り 付 け 、 そ れ で も 施 術 行 動 に お い て 、 器 具 が 指 に 対 し て

動 か な い 効 果 を 有 す る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 指 搭 載 手 術 具 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 指 搭 載 手 術 具 の 使 用 状 態 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 の 指 搭 載 手 術 具 の 他 の 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 指 搭 載 手 術 具 の 手 術 器 具 の 取 付 け の 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 指 搭 載 手 術 具 の 右 利 き 及 び 左 利 き 施 術 者 用 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る

。

【 図 ６ 】 本 発 明 の 指 搭 載 手 術 具 の 右 利 き 及 び 左 利 き 施 術 者 共 用 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ

る 。

【 図 ７ 】 従 来 の 発 明 及 び 提 案 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ２ 】

本 発 明 に よ る 指 搭 載 手 術 具 は 、 施 術 者 の 指 を 搭 載 す る 指 搭 載 部 と 、 指 搭 載 部 の 幅 方 向 取 り

つ い て い て 、 指 を 指 搭 載 部 に 保 持 す る 指 固 定 具 と 、 指 搭 載 部 の 一 方 の 端 か ら 飛 び 出 る よ う

に 取 り つ い た 手 術 用 器 具 と 、 指 搭 載 部 の 一 方 の 端 と は 反 対 側 の 端 側 に 接 続 し て Ｌ 字 状 に 曲

が っ て 取 り つ い て い て 、 搭 載 さ れ た 指 以 外 の 指 で に ぎ り 把 持 す る た め の に ぎ り ・ 把 持 片 と

を 有 す る 。

以 下 図 に 沿 っ て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

図 １ は 、 本 発 明 の 指 搭 載 手 術 具 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

指 搭 載 部 １ ２ ０ は 、 施 術 者 の 指 、 主 に 人 差 し 指 を 搭 載 す る 台 状 又 は 袋 状 の も の で あ り 、 台

状 の も の で は 、 指 の 幅 方 向 に 指 を 保 持 す る 指 固 定 具 １ ３ ０ を 備 え 、 袋 状 の も の で は 、 袋 で

指 固 定 具 １ ３ ０ を 兼 用 可 能 で あ る 。 指 搭 載 部 １ ２ ０ の 先 端 側 に は 、 手 術 用 器 具 １ １ ０ （ こ

の 図 の 例 で は 電 気 メ ス の 刃 先 端 部 ） が 取 り 付 け ら れ る 。 に ぎ り ・ 把 持 片 １ ４ ０ は 、 指 搭 載

部 １ ２ ０ の 後 端 側 か ら Ｌ 字 状 に 曲 が っ て 取 り つ い て い て 、 搭 載 指 以 外 の 指 で 把 持 す る た め

の も の で あ る 。 こ の 図 の 例 で は 、 電 気 メ ス を 例 に し て い る の で 、 電 気 メ ス の 電 気 装 置 か ら

の 配 線 を 接 続 す る 接 続 部 も 備 え て い る が 、 電 気 メ ス の よ う に 電 気 装 置 で な い 場 合 は 、 先 端

側 の 手 術 用 器 具 １ １ ０ の み で よ い 。 尚 、 １ － Ａ に は 、 右 利 き の 場 合 に 、 に ぎ り ・ 把 持 片 １

４ ０ を 中 指 か ら 小 指 で に ぎ る た め の も の を 示 し 、 １ － Ｂ に は 、 指 の 厚 み 方 向 に 狭 い 空 間 で
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の 手 術 用 で あ っ て 、 中 指 か ら 小 指 で に ぎ る と 狭 い 空 間 で は 施 術 し に く い 場 合 に 、 中 指 か ら

小 指 で に ぎ ら ず に 、 人 差 し 指 と 親 指 の 間 で に ぎ り ・ 把 持 片 １ ４ ０ を に ぎ る た め の も の を 示

し て い る 。 こ の 場 合 に は 、 １ － Ｂ に 示 す よ う に に ぎ り ・ 把 持 片 １ ４ ０ を 、 人 差 し 指 の 底 面

か ら 立 ち 上 が っ て 、 親 指 の 上 面 に 上 が る よ う に 曲 が っ た 構 造 が 好 ま し い 。 ま た 、 に ぎ ら な

く と も 中 指 側 に 少 し に ぎ り ・ 把 持 片 １ ４ ０ が 突 出 し て い る 突 出 部 １ ５ ０ を 備 え る と 、 そ の

面 が 中 指 に 当 た っ て 、 強 化 し た 固 定 が で き る 。

勿 論 、 突 出 部 １ ５ ０ を 長 く と れ ば 、 １ － Ａ と １ － Ｂ を 融 合 し た よ う な 構 成 と な る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

図 ２ は 、 本 発 明 の 指 搭 載 手 術 具 の 使 用 状 態 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ の も の を 使

用 す る 状 態 を 示 し て い る 。 手 術 時 の 取 付 け 指 ２ １ ０ （ 主 に 人 差 し 指 ） を 指 搭 載 部 １ ２ ０ の

上 に お い て 、 指 固 定 具 １ ３ ０ （ こ の 図 で は 、 帯 状 付 着 具 、 特 に ベ ル ク ロ や 粘 着 テ ー プ な ど

が 適 す る ） で 取 付 け 指 ２ １ ０ を 指 に 血 行 阻 害 を 起 こ さ な い 程 度 に 緩 く 取 り 付 け 固 定 す る 。

一 方 、 １ － Ａ の も の を 使 っ た 場 合 は 、 ２ － Ａ の よ う に な る が 、 取 付 け 指 ２ １ ０ 以 外 の 指 、

２ － Ａ で は 、 中 指 か ら 小 指 ま で の 指 を に ぎ り 指 ２ ２ ０ と し て に ぎ り ・ 把 持 片 １ ４ ０ を し っ

か り 把 持 す る 。 ま た 、 １ － Ｂ の も の を 使 っ た 場 合 は 、 ２ － Ｂ の よ う に な り 、 に ぎ り ・ 把 持

片 １ ４ ０ を 親 指 を に ぎ り 指 ２ ２ ０ と し て 、 親 指 と 人 差 指 の 間 で 挟 む よ う に す る 。

こ の よ う に 、 に ぎ り 指 ２ ２ ０ で に ぎ り ・ 把 持 片 １ ４ ０ を し っ か り 把 持 す る の で 、 取 付 け 指

２ １ ０ へ の 指 固 定 具 １ ３ ０ の 保 持 が 緩 く て も 、 指 搭 載 部 １ ２ ０ は 動 か ず 、 そ の 結 果 、 手 術

用 器 具 １ １ ０ も 動 く こ と が 無 く な り 、 繊 細 か つ 確 実 な 手 術 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

図 ３ は 、 本 発 明 の 指 搭 載 手 術 具 の 他 の 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

特 に 電 気 メ ス に 適 用 す る 場 合 に 好 都 合 な 構 成 で あ る 。

指 搭 載 部 １ ２ ０ の 指 搭 載 以 外 の 面 、 好 都 合 に は 、 指 搭 載 部 １ ２ ０ の 指 搭 載 側 の 裏 側 に 電 気

メ ス の 刃 先 端 部 ３ １ ０ を 保 持 す る ホ ル ダ ー ３ ２ ０ を 接 触 さ せ て 、 手 術 用 器 具 固 定 具 ３ ３ ０

（ こ こ で も ベ ル ク ロ や 粘 着 テ ー プ 等 の 帯 状 付 着 具 が 適 当 で あ る が 、 他 の 手 術 用 器 具 固 定 具

の 例 は 図 ４ で 説 明 す る ） で 固 定 す る 。 使 用 状 態 は 、 図 ２ で 説 明 し た こ と と 同 じ で あ る 。

こ の よ う な 構 成 で は 、 図 １ の 例 に 比 べ て 、 構 成 が 簡 単 に な り 、 刃 先 端 部 ３ １ ０ と ホ ル ダ ー

３ ２ ０ と 他 の 部 分 （ 指 搭 載 部 １ ２ ０ 、 指 固 定 具 １ ３ ０ 、 指 固 定 具 １ ３ ０ ） を 別 体 で 構 成 で

き る 利 点 が あ る 。

３ － Ａ に は 、 ホ ル ダ ー ３ ２ ０ を 指 搭 載 部 １ ２ ０ に 取 り 付 け て な い 状 態 を 、 ３ － Ｂ に は 、 取

り 付 け た 状 態 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

図 ４ は 、 本 発 明 の 指 搭 載 手 術 具 の 手 術 器 具 の 取 付 け の 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る 。

図 ３ の 場 合 の 刃 先 端 部 ３ １ ０ の 付 い た ホ ル ダ ー ３ ２ ０ を 指 搭 載 部 １ ２ ０ に 取 り 付 け る 手 段

の 例 を 示 し て い る 。

４ － Ａ で は 、 結 束 バ ン ド に よ る 例 で あ る 。 指 搭 載 部 １ ２ ０ の 指 を 置 く 側 か ら 通 し 穴 Ａ １ ２

１ を 通 り 、 ホ ル ダ ー ３ ２ ０ を 巻 く よ う に し て 、 指 搭 載 部 １ ２ ０ に 開 い た 通 し 穴 Ｂ １ ２ ２ を

通 っ た 結 束 バ ン ド ４ １ ０ が 、 通 し 穴 Ｂ １ ２ ２ 側 の 噛 み あ い 部 と 噛 み 合 っ て 、 堅 固 に ホ ル ダ

ー ３ ２ ０ を 固 定 し て い る 。

４ － Ｂ で は 、 指 搭 載 部 １ ２ ０ の 一 端 に 付 い た 回 転 可 能 な Ｃ 字 状 ア ー ム ４ ２ ０ と こ れ を 押 さ

え る 指 搭 載 部 １ ２ ０ の 他 端 に 付 い た 回 転 可 能 な コ の 字 状 ア ー ム ４ ３ ０ を 備 え て 、 図 示 の よ

う に ホ ル ダ ー ３ ２ ０ を 固 定 し て い る 。

４ － Ｃ で は 、 も っ と も 簡 単 な 例 と し て 、 ベ ル ク ロ や 粘 着 テ ー プ な ど の 帯 状 付 着 具 ４ ４ ０ が

ホ ル ダ ー ３ ２ ０ を 固 定 し て い る 。 図 ３ は 、 ４ － Ｃ の 帯 状 付 着 具 ４ ４ ０ の 例 で 示 し た が 、 そ

の 他 の 手 段 が と れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

図 ５ は 、 本 発 明 の 指 搭 載 手 術 具 の 右 利 き 及 び 左 利 き 施 術 者 用 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ る

。

５ － Ａ に は 、 図 １ か ら 図 ４ に 示 し た よ う に 、 右 利 き の 施 術 者 が 使 用 す る た め に に ぎ り ・ 把

持 片 １ ４ ０ が 付 い て い る も の で あ り 、 こ れ に 対 し て 、 左 利 き の 施 術 者 が 使 用 す る た め に は
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、 ５ － Ｂ の よ う に に ぎ り ・ 把 持 片 １ ４ ０ が 逆 方 向 に つ い て い る も の を 示 し て い る 。 従 っ て

、 ５ － Ｂ の 左 利 き 用 の も の も 図 １ か ら 図 ４ の こ と が い え る こ と は 当 然 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

図 ６ は 、 本 発 明 の 指 搭 載 手 術 具 の 右 利 き 及 び 左 利 き 施 術 者 共 用 の 一 実 施 態 様 を 示 す 図 で あ

る 。 こ の 例 で は 、 ６ － Ａ で は 、 に ぎ り ・ 把 持 片 １ ４ ０ が 指 搭 載 部 １ ２ ０ に 回 転 軸 ６ １ ０ の

周 り に 回 転 可 能 に 取 り つ い て い る 例 で あ り 、 ６ － Ｂ で は 、 に ぎ り ・ 把 持 片 １ ４ ０ が 指 搭 載

部 １ ２ ０ に 備 え た 差 し 込 み 部 ６ ２ ０ を 備 え た 例 で あ る 。 差 し 込 み 部 ６ ２ ０ は 、 右 利 き と 左

利 き 用 に 反 対 側 か ら 差 し 込 む こ と が 可 能 と な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

尚 、 図 ３ か ら 図 ６ の も の は 、 図 １ の １ － Ａ の も の に 対 応 し た 例 を 示 し た が 、 １ － Ｂ の も の

に つ い て も 全 く 同 様 の こ と が 可 能 で あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

以 上 の よ う に 本 発 明 に よ る 指 搭 載 手 術 具 は 、 手 術 用 の 器 具 を 指 に 血 行 が 阻 害 を 起 こ さ な い

程 度 に 緩 く 取 り 付 け 、 そ れ で も 施 術 行 動 に お い て 、 器 具 が 指 に 対 し て 動 か な い た め 、 産 業

上 利 用 し て 極 め て 好 都 合 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ １ 】

１ １ ０ 　 手 術 用 器 具

１ ２ ０ 　 指 搭 載 部

１ ２ １ 　 通 し 穴 Ａ

１ ２ ２ 　 通 し 穴 Ｂ

１ ３ ０ 　 指 固 定 具

１ ４ ０ 　 に ぎ り ・ 把 持 片

１ ５ ０ 　 突 出 部

２ １ ０ 　 取 付 け 指

２ ２ ０ 　 に ぎ り 指

３ １ ０ 　 刃 先 端 部

３ ２ ０ 　 ホ ル ダ ー

３ ３ ０ 　 手 術 用 器 具 固 定 具

４ １ ０ 　 結 束 バ ン ド

４ ２ ０ 　 Ｃ 字 状 ア ー ム

４ ３ ０ 　 コ の 字 状 ア ー ム

４ ４ ０ 　 帯 状 付 着 具

６ １ ０ 　 回 転 軸

６ ２ ０ 　 差 し 込 み 部

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 以 上 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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